




対象・方法:全国 7施設で、昭和 62 年 4 月から昭和 63 年 3 月迄に出生した 1,500g 以下の

新生児を対象に 6歳時就学前発達チェックを行った。共通のプロトコールとして、妊娠中、

新生児期のリスクファクター、診察・検査バッテリーとして一般小児科的診察、徽細神経

徴候、神経心理学的診察、発達検査（WISC-R またわ WPPSI），Bender-Gestalttest を行っ

た。

診断は連動、精神発達、行動/心理、けいれん、感覚障害の 5つの Axis より構成される。

昨年本会議で 2つの Axds について 3群に分類し、リスクファクター 63 因子について比較

検討した。今回 Axis(精神発達,IQ)について多変量解析を行ったので報告する。


